
橋下市長を叱る（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

恥を承知で相当口はばったいことを書きます。

何でも序列をつけたがるこの世のなかで、私はなるべく順位にこだわらず、1番になることはむしろ望まずに生きてきたように思います。
決して人を追い抜かず出し抜かず、おもねらず、地位や役職を求めず、財力を競わず（欲しいけど）、競争することを好まず、しかし、オ
リジナリティを大切にし、人にはまねのできないオンリーワンの知恵を産み出して仕事をすることにはとても強くこだわってきました。

その結果ある程度の役職も任せてもらえましたが、私にとっては地位は決して目標などではありません。無論、いつでも全てがというわけ
にはいかず、無難に始末する、ということも数多くありましたが、「自分の意味がない」、といやな気持ちになります。

私は、普段はあまり押し出しの強い人間ではありません。
ですが、自分の頭で考え抜いたオリジナリティこそが大事と考え、結果、それなりに誇れる仕事や活動ができてきたように思います。
「ナンバーワンよりオンリーワン」は、既に言い古されたフレーズですが、結果が何よりも重要でありつつ、こういうあり方が許される弁
護士の世界に生きていられることに誇りと幸せを感じます。

大阪市長の橋下さん。あなたも弁護士だし誰よりもご自身が個性的だから、その意味は分かりますよね？ですが、学校や教師を競わせたり、
幅の狭い思想の中に閉じこめようとしてみたり・・・。
この社会に生きる人々の多くは我々と違っていつでも自分の個性を出しながら生きていけるわけではない。そういう人々をさらに狭い世界
に押し込めて、小さな物差しを当てて競争させる。
それで豊かな未来が見えますか？あなたがどんなに得意の弁舌で未来を語ったとしても、その先にあるのは地獄ですよ。

自殺へと追い込まれる国（弁護士　猪股　正）
弁護士　猪股　正

１　東尋坊
福井県の東尋坊は、日本海に面して切り立った断崖であり、過去30年間で650人が亡くなっている自殺多発地帯だ。岩場の最先端まで
誰でも行くことができ、下をのぞくと目がくらむような場所だ。
先日、東尋坊で自殺防止の取組を続ける茂幸雄さんを訪ね、東尋坊タワー前に茂さんが開業している茶屋「心に響くおろしもち店」でお話
を聞かせてもらった。茂さんは、東尋坊のパトロールを続け、2004年に本格的に活動を始めてから、385人の自殺企図者に声をかけ
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た。

「昨年派遣切り。職を探しても見付からず、借金も膨れ、毎日取立を受け、親に勘当されて家を出て、10万円を持って兵庫、滋賀と野宿
しながら職探しをして歩いたものの仕事に就けず、所持金も5500円とわずかになり、途方にくれ、自殺を考えて岩場に立ってしまった。
」

「警備会社の交通整理員として働いているが公共工事が取れないため仕事がなく、１か月3～5万円の給料が続き、就活をしても仕事はな
く、家賃も滞り、物損事故を起こし、自殺を考えて東尋坊にたどり着き、飛び込む場所が見付かり、人気がなくなってから飛び込もうとし
ていたところを声をかけられた。」

「大学4年であり、就活に失敗し、これ以上親に迷惑をかけたくないから死にたい。」

いずれも、今年、東尋坊の断崖から自殺しようとした人たちから、茂さんらグループが聴き取ったものだ。

「今日まで声をかけた385人の中に、本当に死にたい人は誰ひとりいなかった。自殺しようとした人たちは、よくよく話すと本当は死に
たくないと思っている。再出発したいし、助けて欲しい。けれども、追い詰められて死なざるを得ない。」

だから、「死にたい人は死んだらいいという考えは間違っている。自殺は本人が弱いのではない。社会的な支援の力が弱い。」。茂さんの
言葉だ。

２　見えざる落とし穴だらけの国
今、この国では、毎年3万人以上、1日90人もの人が自ら命を絶っている。自殺者数は、1998年に前年から8472人増加して3
万2863人となり、その後、14年連続で3万人を超え、国際比較でも、日本の自殺率はワースト6位（2010年）という異常な事態
が続いている。
政府は、2006年に自殺対策基本法、2007年に自殺対策大綱を策定して自殺対策に乗り出したが、自殺は減少していかない。

ＮＰＯ法人ライフリンクの清水康之氏は、「たとえるならば、日本社会に3万個の見えざる落とし穴があって、穴に落ちた人、落とされた
人から自殺で亡くなっているということだ。そしてその穴には、…自ら積極的に落ちているわけでもない。じわじわと穴に追い込まれ、気
づいたら抜け出せなくなっている。」と述べている（雑誌世界2012年8月号）が、自殺の背景には、見えざる落とし穴だらけになって
いるという日本社会の現状がある。

３　自殺増加の背景
1990年代以降、日本社会は大きく変化した。
1990年に20％であった非正規労働者の割合は2011年には35.4％、3人に1人以上となる中で世帯所得は次第に減少
し、1990年代半ばに10％台だった貯蓄ゼロ世帯（2人以上世帯調査）は2011年には28.6％まで増加し、生活が「苦しい」と
答えた世帯は1990年代半ばの45％前後から2011年には過去最多の61.5％に達し、貧困率は1994年の13.7％か
ら2009年には16％にまで上昇し過去最悪の水準となっている。

しかし、その一方で、バブル崩壊によって低迷した景気は次第に回復し、2002年から2008年のリーマンショック前までの間は、戦



後最長の好景気が続き過去最高益を更新する企業が続出し、所得格差が拡大した。
このような社会の変化は、企業の競争力を強化するため、企業にとって負担となる市場の障害物や成長を抑制するものを取り除くという新
自由主義政策が推進され、非正規雇用への置き換えにより低賃金・不安定就労が広がり、社会保障制度が切り縮められた結果である。

新自由主義は、競争主義、個々人の自己責任を強調し、「努力が報われる社会」で格差は当然、競争に負けて、就職できないのも自己責任、
困窮しホームレスになるのも自己責任という空気を社会に広げた。

政府の自殺対策にもかかわらず自殺が減少しない背景には、このように、新自由主義政策により雇用の不安定化と社会保障の機能不全が進
み、貧困と格差が拡大したという社会構造的な問題がある。
人々は、労働問題、生活問題などの様々な解決困難な問題を抱え、自己責任が強調される中で、死へと追い詰められていく。

本当に死にたい人は誰もいない。自殺は本人が弱いからではない。
普通に努力しても報われず、落とし穴へと追い詰められていく社会構造が作られている中で、個人の自己責任を強調することは間違ってい
る。
政治的・社会的責任を個人の自己責任へと転嫁するのではなく、社会構造的問題を直視して、これを除くことが必要だ。

埼玉弁護士会は9月29日、日弁連は10月4日に、自殺対策のシンポジウムを開催する。自殺のない社会に向けて、今、一人ひとりが行
動するときだと思う。

サクラサイト詐欺（弁護士　竹内　和正）
弁護士　竹内　和正

「サクラサイト詐欺」という言葉をご存じでしょうか？
「サクラサイト詐欺」とは，交際相手を探しているように装って，メールの相手に大金を渡したい大富豪を装って，有名人を装って，サイ
ト業者の準備した「サクラ」がメールのやりとりを開始させるように誘導し，お金を騙し取る詐欺のことをいい，俗に言う「出会い系サイ
ト詐欺」もこの「サクラサイト詐欺」に含まれます。最近，「サクラサイト詐欺」の被害に遭われる方が急増しています。

前回は相手が急に体調を崩してしまってあえなかったから，大金をもらうためにはメールのやりとりを続けないといけないから，嵐の松★
潤君が，AKB４８の前★さんが人間関係に悩んでいて話を聞いてあげないといけないから，とメール交換を継続するためにサイト上のポ
イントを購入し（途中からポイントを購入しないとメールができない仕組みになっています。），気がつけば１０００万円以上の被害に遭
われていることも珍しくありません。

断言します。
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デートの約束日に連続して急病になったり身内に不幸がおこる人はサイト業者の準備したサクラです（万が一サクラでなくとも脈がありま
せん。）。孤独な社長，仕事に悩む医者，話し相手が欲しい中年女性とメールをしても１０００万円が支払われることはありません。
そして，嵐のメンバーは，会ったことのないメール相手にポイントを購入させてメンバー内の確執を相談しません。

ポイントを購入させるための誘導は非常に巧妙ですし，一度メールを返信してしまうと，被害に遭われてしまう危険があります。
身に覚えのない迷惑メールは無視することが一番ですし，なによりも「サクラサイト詐欺」というものがはやっていることを認識し，十分
気をつけていただければと思います。

労災認定基準（弁護士　佐渡島　啓）
ここしばらく，常に一〇件前後の労災関連事件を担当しています。
作業場で労働者が事故に遭ったケースなどは，労災認定を受けることに問題はなく，あとは労災保険では支給されない慰謝料などを勤務先
に請求します。

しかし，過労死など過労によって脳心臓疾患を発症させたり，精神疾患を発症させたりした場合には，そもそもそれが労災といえるのか，
その判断は容易ではありません。

この判断の指針となる基準が厚労省の通達で出されています。
脳心臓疾患に関して言えば，昭和三六年通達では，発症直前（少なくとも発症当日）に過激な業務に従事していなければ労災にあたらない
とされていましたが，徐々にこの考え方が改められ，平成一三年通達では，「発症前の長期間（六カ月）にわたって，著しい疲労の蓄積を
もたらす特に過重な業務に就労したこと」も含むと改訂され，過労で倒れた事案も労災として認められるケースが増えてきました。

精神疾患についても，昨年一二月に新たな通達が出されました。精神疾患を発症する際には，心理的負荷となる出来事が職場で複数発生し
ていることも多くありますが（パワハラ，異動，仕事上の失敗など），従前の認定基準では，これらの出来事の心理的負荷の強度を弱中強
の三段階でそれぞれ評価し，一つも強となるものがなければ原則として労災とは認めませんでした。

しかし，今回の通達により，例えば，中と評価する出来事が複数あれば，その結果全体を強と評価して労災認定を可能とするなどの改訂が
おこなわれました。

このように，医学的知見の進歩や裁判例の蓄積により，労災認定基準も徐々に拡大されています。
不幸にして労災が疑われる事案に遭遇した際には，ぜひご相談ください。

弁護士　佐渡島　啓
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知って得する法律相談（弁護士　佐渡島　啓）
弁護士　佐渡島　啓

質問
遺言を書くことを勧めらることが増えましたが，実際に遺言にはどのようなことを書けばいいのでしょうか。
また，もし遺言を書かなかった場合には，相続はどうなるのでしょうか。

回答
遺言を遺すということは死を意識することだと思われがちですが，法律上は満一五歳以上の人であれば，何時でも自由に遺言を書くことが
できます。
遺言の方式にはいくつか民法に規定されていますが，多くは自筆証書遺言（遺言者が遺言の全文，日付，氏名を自署し，印を押す方式）か
公証人が作成する公正証書遺言で作成されます。
遺言を遺さなかった場合には，法定相続分にしたがって相続人は相続し，その分割方法は相続人間の協議によって決めることになります。

しかし，この協議の中で，誰がどの遺産を相続するか，療養看護などにあたってきた者の寄与分をどうするかといったことでもめる可能性
があるため，この協議で相続人がもめないように，また，遺言を遺す人の考えが反映されるように，多くの遺言では，相続分の指定や遺産
分割方法の指定をすることになります。
また，仏壇，位牌，墓地，系図など祭祀財産と言われるものを引き継ぐ者の指定を遺言ですることもできます。

ただし，遺留分を考えずに作成された遺言はかえって後に相続人間での紛争になりかねませんし，遺産の内容などによって，遺言の内容を
工夫したり，遺産分割禁止の期間を定めることも必要かもしれません。
ご心配の場合には，お気軽に当事務所にご相談ください。

嗚呼、花の応援団（弁護士　髙木　太郎）
弁護士　髙木　太郎

出身高（熊本県立玉名高校）は、５月下旬の体育祭（応援合戦）が有名でテレビでも取り上げられます。
今年はＴＢＳの土曜８時「ぶっちぎり」で６週にわたり特集されました。
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全体を３つの団（赤、蒼、黄色。昔は４つ）に分けて、１，２年生が櫓に整列して座り、団長の演舞に合わせて、学生服（黒）・色タオル
３色をあげさげし、１２０パターンもの人文字を描きます。

入学式から３週間。中学を卒業したばかりの田舎の子どもの目の前に、タンラン、ボンタンという出で立ちの３年生の応援団リーダーが現
れ、「押忍、押忍」と大声で「気合いを入れ」させられます。
声が小さいと、「こえんこまかあ！（声が小さい）」と怒鳴りつけられ、ちょっと人より間違いが多いと「おまえ、まちがいすぎったい
（お前、間違いすぎだぞ）！」と櫓から（ひきずり）おろされ、「個別指導」を受けることに。
そんなことを繰り返し、体育祭当日には、一糸乱れぬ人文字の演技が完成するのです。

体育祭が終わると、３年生は「怖い応援団」の演技を終えます。
１年生は、最初恐怖で凍り付き、次に人文字の完成に向けて集中し、最後はリーダーと共に泣く。特に１年生女子は、途中からリーダー病
という病に罹ります。

全体主義を思わせる練習風景ですが、ケンカしたことのない子どもは限度を知らない、なんてことを考えると、いい経験なのかも知れませ
ん。

団藤重光先生を偲ぶ（弁護士　宮澤　洋夫）
弁護士　宮澤　洋夫

団藤先生は去る6月25日、逝去された。私共が司法試験に挑戦していた頃、刑法学会を二分していた小野清一郎先生の「応報刑」論、木
村亀二先生の「教育刑」論に対して、人格形成責任を問う「人格刑」論を展開され、平野龍一先生の刑事訴訟の「弾劾的捜査」論と相俟っ
て刑事法学界に画期的変化をもたらされた。

団藤先生は「最高裁判事」（74～83年）に就任されて、衆参両院の議員定数訴訟では「一票の格差」が拡大することに警鐘を鳴らす意
見を表明し、大阪空港騒音訴訟では飛行差止を却下した多数意見に対し「住民の健康と生活環境を侵害している」と反対意見を表明する等
リベラルな対処をされていた。
他方、「疑わしきは被告人の利益」の鉄則を再審に適用して再審の門戸を広げた「白鳥決定」に関与し、「名張」毒殺事件にも関与された
が、それを契機に「死刑廃止論」に転じられた。

退官後は死刑廃止運動に参加され、「死刑廃止論」（91年）を出版され「刑罰なき社会」を問うたが、1995年、多事に亘る刑事法学
への貢献により「文化勲章」を授与された。

関東弁護士会連合会は平成7（96）年度司法シンポジウムを「死刑廃止」をテーマに開催した。
団藤先生の「死刑廃止論」はもとより、「欧米諸国の資料・文献」等内外の資料・現地視察の結果も反映された。
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翌平成8年の“園遊会”で東宮参与に就任されていた団藤先生にお会いした際、「この20年間で死刑廃止国と存置国は逆転したが、“関
弁連”始め法律家の皆様の活動に勇気づけられている」と述べられたことが甦る。

幸福度（弁護士　梶山　敏雄）
弁護士　梶山　敏雄

どこの研究機関が発表しているのかは忘れましたが、都道府県の「幸福度」というのがあり、毎年「福井県」が第１位であった記憶です。

もし、その理由の中に経済力的な指標があり、大飯原発の見返りが反映されているとしたら何と危うい「幸福度」かも知れません。
野田首相と福井県知事らの、何が何でも活断層密集地帯に位置する原発再稼働ありきの、できレースのやり取りは、「八百長」の見本を見
ているようでした。

世界の「幸福度」（２０１１年度）で言えばデンマークなど北欧３国が１位から３位を占め、日本は８１位だそうです。
デンマークは消費税２５％、税金負担率は７０パーセントと、日本のそれよりはるかに高率ですが、医療・教育はタダであり、病気などで
失業した際の補償も十分な手当てがなされています。
年金は少ないそうですが「何が起こっても今の生活が維持されるという安心感」こそが「幸福度」が高い大きな要因なのでしょう。

社会保障制度において北欧は日本より３～４０年先を行っていると言われていますが、かつてはバブルに踊らされ「金が一番」という時代
もあったそうです。価値観を根本から変え、モノより自由・時間、シンプルな生活が大事という社会が創り上げられました。

「コンクリートから人へ」という民主党のスローガンに見事に騙されたことを深く恥じると共に、今起こりつつある脱原発の大きなうねり
を見ると、まだまだ「幸福度」を追及できる日本の国民力はあるぞ、とも感じています。

憲法と国旗と国歌（弁護士　伊藤　明生）
弁護士　伊藤　明生

長野県中川村の曽我逸郎村長が，同村議会６月定例会で、「国旗と国歌について村長の認識は」という一般質問に対して答弁された内容が
素晴らしいとの話を，私の妻に教えてもらいました。確かに素晴らしい。感銘を受けました。
その一部紹介させて頂きます。

https://saitamasogo.jp/archives/28884
https://saitamasogo.jp/archives/28866


「私は、日本を誇りにできる国、自慢できる国にしたい」

「日本人だけではなく、世界中の人々から尊敬され、愛される国になって欲しい。それはどのような国かというと、国民を大切にし、日本
と外国の自然や文化を大切にし、外国の人々に対しても、貧困や搾取や抑圧や戦争や災害や病気などで苦しまないで済むように、できる限
りの努力をする国です。」

「これは、私一人の個人的見解ではなく、既に５５年以上も前から、日本国憲法の前文に明確に謳われています。」

「しかし、現状はまったく程遠いと言わざるを得ません。」

その具体例を指摘した後，そのような「日本を、一部の人たちが、褒め称え全面的に肯定させようとしている」，「この人たちは、国旗や
国歌に対する一定の態度を声高に要求し、人々をそれに従わせる空気を作り出そうとしています。国旗や国歌に対する一定の態度を声高に
要求し、人々をそれに従わせる空気を作り出そうとしています。声高に主張され、人々を従わせようとする空気に従うことこそが、日本の
国の足を引っ張り、誇れる国から遠ざける元凶だと思います。人々を従わせようとする空気に抵抗することによって、日本という国はどう
あるべきか、ひとりひとりが考えを表明し、自由に議論しあえる空気が生まれ、それによって日本は良い方向に動き出すことができるよう
になります。」等々と続きます。

抜粋で，説明の部分も私の独断です。詳細は，ネットで知ることができます。是非，お読み下さい。
日本の村長でこのような方がおられることを知って，嬉しくなりました。

ダブルスタンダード（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

日産自動車の最高経営責任者であるカルロス・ゴーン氏は２０１２年３月期の役員報酬９億８７００万円をもらうようです。
赤字の日産を黒字にしたとか、利益を出しているから、約１０憶円の役員報酬は妥当だという意見もありますが、豊田章夫氏（トヨタ自動
車社長）の役員報酬１憶３６００万円と比べると、あまりにも高すぎるのではないかという批判もあります。

これに対し、ゴーン氏は、グローバルスタンダード（世界の主要企業との比較）からすると、自分の報酬は正当な水準だと反論しています。

ところで、日産自動車は２００８年秋のリーマンショックを理由に、事務系の女性派遣労働者を切り捨てました。
日本では、派遣労働者に代表される非正規労働者は不安定・低賃金の『二重苦』が当たり前のようになっています。

しかし、諸外国を見ると、雇用期間に定めがあるという不安定雇用の見返りに、正社員以上の賃金を保障することにより、『二重苦』を強
いる不正義・不公正な働かせ方を規制しています。

https://saitamasogo.jp/archives/28859


日産自動車は、世界最悪と評価される派遣法すら守らないで、２００８年秋以降に派遣労働者を切り捨てました。
ゴーン氏が、自分に都合良く高額の報酬を正当化するためにグローバルスタンダードを口にするのなら、グローバルスタンダードにとうて
い及ばない世界最悪の派遣法をせめて遵守してからにすべきではないでしょうか？　


